
 

 

 ２・３年生は先週のクラス分け発表と始業式、そして新しく

転任してこられた先生方の着任式を終え、一足先に平成２９年

度をスタートしましたが、本日の入学式を受けて、３学年がそ

ろった平成２９年度の常陽中学校がスタートします。 

 

 

 

 

 

 

 

 常陽中学校は、市内で２２番目に開校した歴史の比較的浅い

学校でした。そんな中、創立当時から全学年で合唱に一生懸命

に取組「合唱の常陽」と言われるようになりました。 

２・３年生は、明日の対面式でその実力を新入生の皆さんへ

体験し実感してもらおうと、新入生へのプレゼントとして学年

合唱の練習もしています。 

新入生の皆さんは、先輩たち 

の頑張る姿とすばらしいハーモ 

ニーを、身体全体で感じ取って 

今後の自分たちの目標としてく 

ださい。 

 明日は、クラブ紹介もあります。自分個人の努力が結果につ

ながる学習面とは違い、中学校生活の中で年齢の違う仲間が集

まり、同じ目標に向かって、３年間ともに支え合い頑張り合っ

て取り組むという、社会へ出てからも役立つ人間関係や礼儀、

そしてルールやマナーを守る規範意識など、人間形成に大きく

役立つ部活動です。常陽中学校での偶然の出会いを大切にして

３年間頑張りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【全 校】 

  校  長 小谷 豪郎   教  頭   伊藤 吾郎 

  教務主任 大久保陽造   生徒指導主事 中島 将雄 

  進路指導主事 兼子 将  養護教諭   川崎 智恵 

通級指導   桐山佐和子  

特別支援コーディネーター 岩佐真由実 

新学習指導 勝山 美有・中富智恵美 

ＡＬＴ マイケル・マッカーシン 

主幹マネージメント 伊藤 征人 

ＡＬ指導補助員   坂口 玲子 

スクールカウンセラー 藤田 明子 

事務職員 池野 愛 校務員 福永 真昭・松岡 和則 

【１年】学年主任：髙 田 

１組 担 任：西 沖  副担任：髙 田 

２組 担 任：岡 田  副担任：中 島 

３組 担 任：岩 佐  副担任：大久保 

【２年】学年主任：今 仁 

     １組 担 任：米 田  副担任：勝 山 

    ２組 担 任：小 島  副担任：中 山(新採用) 

    ３組 担 任：竹 田  副担任：今 仁 

【３年】学年主任：兼 子 

   １組 担 任：大 田  副担任：兼 子 

   ２組 担 任：米 原  副担任：荻 野(新採用) 

   ３組 担 任：吉 田  副担任：中 富 

   ４組 担 任：福 田  副担任：中 富 

【基礎学級】 

    １組 担 任：原 田  

    ２組 担 任：斉 藤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長室 だより 
平成２９年４月１１日 

尼崎市立常陽中学校 

校長 小 谷 豪 郎  №１   
       

 

    氏  名        教 科 前任校 

 

岡田 裕子 おかだ ゆうこ   国 語 塚 口 

米原 和男 よねはら かずお  社 会 園田東 

竹田 匡良 たけだ まさよし  理 科 日 新 

荻野 莉奈 おぎの りな    理 科  新卒 

髙田 耕一 たかた こういち  英 語 日 新 

吉田 聡美 よしだ さとみ   英 語 小 園 

中山 晃一 なかやま こういち 美 術 魚住東 

伊藤 征人 いとう まさと   数 学 小 田 

池野  愛 いけの あい    事務職 豊岡市 

福永 真昭 ふくなが まさあき 校務員 大庄小 

マイケル・マッカーシン     ＡＬＴ 

 氏 名    教 科 勤務年数  転出先    

 

三宅 龍司   国 語   ５   日 新 

名田 憲司   社 会   ６   園田東 

三浦 肇記   数 学   ８   南武庫之荘 

是澤 健治   理 科   ４   小田北 

夏井 祐樹   理 科   ２   園田東 

大澤 奈緒子  英 語   ６   園 田 

増田 幸則   英 語   ３   小 田 

野村 正樹   美 術   ２   芦屋特別支援 

岡本 健一   美 術   １   成 良 

北口  進   校務員   １   市長部局 

中井 正己   事務職   ６   退 職 

カール・スミス ＡＬＴ    ４     園 田 

 

【今月の言葉】 

     『 今を 最高に 生きる 』 

 

１年の始まりに皆さんに必ず伝える言葉です。 

夢や目標を常に忘れず、目の前のことに全力で生きていく 

この一日を自分の一生であるかのように最高に生きること 

 


